
一般社団法人 看護系学会等社会保険連合

代表理事 井部俊子

平成30年度診療報酬・介護報酬改定に向けた
看保連の取り組みと成果

第18回三保連シンポジウム



本日の内容

 平成30年度診療報酬・介護報酬改定に向けての

看保連の取組み

 医療技術評価提案書、診療報酬要望書、

介護報酬要望書におけるそれぞれの成果

 平成30年度診療報酬・介護報酬改定における

成果まとめ



取組み①「基本方針の作成」

 加盟学会・団体からの要望項目を取りまとめるに
あたり、看保連の基本方針を作成している。

基本方針は…

• 加盟学会・団体を対象に実施している意向調査の結果

• 社会保障審議会等で掲げられた重点課題

• 看保連が企画する情報交換会での意見

• その他、医療・介護に関するニュース

をもとに作成している



平成30年度同時改定に向けた
看保連 基本方針

平成30年度同時改定では看護の「つなぐ」機能がより一層

発揮できるよう、次の2点に重点を置き、要望書を作成する。

重点要望1：医療・介護施設と在宅をつなぎ地域包括ケアシステムの推進

に貢献できるもの

例：訪問看護、退院調整・退院支援、看護外来機能、チーム医療、

患者の在宅復帰を促進する看護師の専門的ケアに関する要望など

重点要望2：予防・健康づくりを通じ、質の高い医療・介護の効率化・

適正化実現に貢献できるもの。特に重点的対応が求められる分野

（がん、心疾患、糖尿病、認知症、小児医療、精神医療など）

例：看護師の専門的ケアによる重症化予防、介護予防に関する要望

看取り期における本人・家族とサービス提供者の意思疎通の促進への要望など



取組み②「委員会での検討」

 加盟学会・団体からの要望項目は、各委員会に持
ち寄って検討される。

• 看護技術に特化した項目

→「看護技術検討委員会」で医療技術提案書を取りまとめ

• 看護技術以外の項目（例：チーム医療、入退院支援等）や介護保険

サービスに関連した項目

→「診療報酬体系のあり方検討委員会」と「介護報酬体系のあり方

検討委員会」の合同委員会で要望書を取りまとめ



取組み③「三保連合同提案」

 三保連シンポジウムでの意見交換や、看保連加盟
学会・団体から、三保連での連携強化の声があが
り、はじめての合同提案を検討。

合同提案：「特定集中治療室管理料1・2」の施設基準の要件緩和

→日本クリティカルケア看護学会、日本救急看護学会、

日本集中治療医学会（3学会）

合同提案：「移植前患者管理料（仮称）」の新設

→日本移植・再生医療看護学会、日本移植学会、日本臨床腎移植学会、

日本慢性看護学会、日本造血細胞移植学会（5学会）



成果①「医療技術評価提案書」
未収載8項目、既収載9項目を提出した。そのうち、
未収載3項目、既収載3項目が評価された。

学会名
未収載
既収載

申請番号 申請技術名 結果

日本在宅ケア学会 未 604101
在宅慢性疾患患者モニタリング
遠隔管理料

在宅酸素療法指導管理料および
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の遠隔モ
ニタリング加算として収載
（1月につき150点、2月を限度とする）

日本助産学会 未 606101 乳腺炎管理技術指導料
乳腺炎重症化予防ケア・指導料として収載
（初回500点、2～4回まで150点）

日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会

未 607103 洗腸指導管理料
在宅経肛門的自己洗腸指導管理料として
収載（950点）

日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会

既 607202 尿路ストーマカテーテル交換法
6歳未満の乳幼児の場合は、乳幼児加算と
して、55点を加算することが追加された

日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会

既
607201

在宅患者訪問看護・指導料
「ストーマケアに係る専門研修を受けた看護
師による場合」が追加された

日本創傷・オストミー・
失禁管理学会

既 608201 在宅患者訪問看護・指導料
「ストーマケアに係る専門研修を受けた看護
師による場合」が追加された



成果②「診療報酬」
要望22項目のうち、8項目が評価された。

学会 要望内容 結果

日本小児看護学会 小児を対象とした退院支援加算１
の施設基準「介護支援連携指導
料の算定実績」の削除

〇小児を専門とする医療機関や病棟は、入退院
支援加算１の施設基準「介護支援等連携指導
料の算定件数」の要件を緩和する。

〇入退院支援加算１、２に小児加算を新設する。

日本クリティカルケア
看護学会 ほか

【合同提案】

「特定集中室管理料1・２」の施設
基準の要件に、600時間以上の
専門教育を修了した看護師を配
置することを追加する

〇特定集中治療室管理料１及び２の施設基準に、
専門性の高い看護師の配置の要件を設ける。

日本糖尿病教育・
看護学会

フットケアに携わる看護師の要件
を非常勤看護師にも拡大する

〇糖尿病合併症管理料
看護師の非常勤職員でも配置可能とする

日本移植・再生医療
看護学会 ほか

【合同提案】

移植に関する専門的な知識を習
得した専門職種間の連携に対し、
新たな診療報酬の算定を要望す
る。

〇コーディネート体制充実加算1,500点（新設）
造血幹細胞移植のコーディネート期間の短縮に

資するような体制がある場合の評価を新設。



学会 要望内容 結果

日本救急看護学会 「夜間休日救急搬送医学管理料」
施設基準の要件に、600時間以
上の専門教育を修了した看護師
を1名以上配置すること

〇救急搬送看護体制加算 200点（新設）
二次救急医療機関における重症救急患者の受

入れに対応するため、専任の看護師を配置してい
る場合の評価を新設

日本小児看護学会ほか
【合同提案】

要支援児童と家族への支援を専
門とするチームがある小児入院施
設(小児入院管理料1～5)に対す
る体制加算を要望

△入退院支援加算の対象である「退院困難な要
因」に、虐待や生活困窮等により入院早期から福
祉等の関係機関との連携が必要な状態及び小児
における退院困難な場合を加える

日本小児看護学会 小児慢性特定疾病患者等に対す
る、外来看護相談に対する評価を
要望

△小児科療養指導料の見直し
医療的ケア児への支援を推進する観点から、小

児科療養指導料の対象疾患に医療的ケア児を追
加するとともに、患児が通学する場合には学校
と情報共有・連携を行うことを明確化する。また、
多職種による協同を進める観点から、小児科医が
作成する治療計画に基づき小児科医以外の医療
従事者が指導を行った場合にも算定可能であると
の取扱いを明確化する。

日本腎不全看護学会
ほか 【合同提案】

CKD（慢性腎臓病）に対する医療
チームの介入を評価する指導管
理料の新設

△導入期加算の新設
腹膜透析や腎移植の推進に資する取組みや実

績を評価する。



成果③「介護報酬」

要望6項目のうち、1項目が評価された。

学会 要望内容 結果

日本訪問看護財団 訪問看護ステーション併設の居宅
介護支援事業所を特定事業所集
中減算の対象外サービスとする

〇特定事業所集中減算の見直し
特定事業所集中減算 ２００単位／月減算

減算対象となる「訪問介護サービス等」から、訪問
看護を除外



 エビデンスの高い項目が収載につながった
医療技術評価提案書、診療報酬・介護報酬要望書から、

有用なデータを示した複数項目の評価が実現
→例：乳腺炎重症化予防ケア・指導料

遠隔モニタリング加算 など

 医療の質の保証に重点を置いた要望が実現した
→例：特定集中治療室管理料の算定要件に専門性の高い

看護師の配置を要件化

 医療者の働き方に関する要望が実現した
第17回三保連合同シンポジウムでの医療者の働き方改革

に関する合同提言書の成果
→糖尿病合併症管理料（フットケア外来）が、
非常勤看護師でも算定できるよう実現

成果 まとめ
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